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第 6回アジア養蜂研究協会

大会に出席 して

小野 正人

思い起こせば,タイのバンコクで第-回 (設

立)大会が開催されてから早 10年の年月が流

れた.この間,アジア養蜂研究協会 (AAA)の

発展と歩調を合わせるかのように高まったアジ

ア地域に生息するミツバチ属の研究熱はとどま

るところを知らないようだ.2年に一回のペー

スで開催されるごとに, ミツバチの種数 も増

え,当初は,4種程度であったアジア地域のミ

ツバチも今では10種に手が届 こうとしてい

る.さらに,近年の科学技術の進展もあり,研

究手法にも分子生物学的な面からの解析が導入

され,遺伝子レベルでミソバチが論 じられるよ

うにもなってきた.そのような最中, ミツバチ

に対 して基礎と応用面の双方から関心をもつ関

係者の多いインドが,第 6回目を数える本大会

の開催地となった.南インドのバンガロール

で,2002年 2月25日～3月 1日にかけて行わ

れた会議の概要に関して報告したい.

1.順調な滑り出し

今回の大会は,バンガロールに拠点をもっセ

ンチュリーファンデーション(CF)とAAAの

協賛という形で組織され,大会会長にはCFの

代表を務めるSivaram博士,事務長は同じく

CFのMenon博士の息の合ったコンビであっ

た.参加者は,様々な紛争が起きている最中で

はあったものの大国インドのはば全域から訪れ

大変活気に満ちていた.もちろん海外から駆け

つけて来られる方も多く,ネパール,ブータン,

タイ,フィリピン,韓Ea 日本といったアジア

諸国のみならず,オース トラリア,ポーランド,

ロシア,ポルトガル, ドイツ,イタリア,ナイ

ジェリアとまさに国際会議の名に相応 しいもの

となった.

図1 会場の全景と花壇のオオミツパチ

玉川大学のグループは,AAAの会長職に就

かれている松香光夫教授,事務総長の吉田忠晴

教授,会計の中村純助教授を中心に,熱心な学

生諸氏も加えた総勢 11名が,大会の運営に携

わっていたこともあり,開会式前日の24日に

バンガロール入りし会場となるアショクホテル

に到着 した.ホテルの中庭の花壇にはたくさん

のオオミツバチが訪花しており,我々を歓迎 し

てくれるかのようであった (図 1).当E]の午前

にプログラムされたワークショップの2題 ｢ト

ウヨウミツバチ養蜂の成功と失敗｣,｢経済的に

重要な作物の受粉に必要な条件｣は順調に進み,

様々な角度から建設的な意見交換がなされた.

午後は,午前の話題提供を受けての討論と総括

が行われた (図2).特に,トウヨウミツバチ養

蜂の成功と失敗の鍵を握る要因に関しては,潔

い論議が展開され,1.在来種の トウヨウミツバ

チを守るために導入種のセイヨウミツバチを飼

養する地域を限定する,2.耐病性,高い集蛮性,

低い逃去性を選抜 して養蜂に適合 した系統を育

種する,3.養蜂家と研究者との間で密な連携を

とる,4.トウヨウミツパテに関しての啓蒙活動

を行う,5.養蜂生産物の流通経路の確保,6.



図2 ワークショップで講演するSlhag教授

トウヨウミツバチ研究の活性化,7.講習会や講

演会などを通 じた トレーニング,8.遺伝資源と

しての トウヨウミツバチの保全など,といった

具体的な項目が挙げられて真剣な意見交換がな

された.

当日の夕刻には,運営委員会が開催され,松

香会長, Verma,Wongsiriの両副会長を中心

に,オフィシャルジャーナルの刊行,会則の変

更,新役員の承認,次期開催国の選定などの重

要案件が討議された (Eg13).

2.前代未聞の開会式

翌 25日は, いよいよ本会議.一歩遅れて出

発した高橋,山本,野口の各氏と添乗員の石渡

氏も合流 し,日本からの参加者は総勢 15名と

なった.開会式は午前 9時から予定されていた

が,その時刻を過ぎても始まる気配はなかった.

開会式には,インド政府の繊維省担当大臣をは

じめとし,カルナタカ州商工省大臣,国立バン

ガロール大学前学長他,カルナタカ州を代表す

る面々がお揃いになり,開会宣言がなされたと

きには予定の時刻を2時間も過ぎていた(歯4).

来賓の方々の挨拶や様々なセレモニーが始まっ

図3 運営委員会で発言するSivaram博士

図4 開会式でアブストラクト集のお披羅臼

たのは,実際には最初の講演が開始される頃で

あり,肝心の講演はどうなるのだろうという参

加者の心配そうな様子を尻目に,淡々と続けら

れた.そうして ｢トウヨウミツパテの生物学と

管理｣というセッションを行うための時間が完

全に開会式にとられてしまうような形になって

しまった.このような事態は,過去に経験 した

ことが無く関係者を随分と冷や冷やさせたが,

急速午後の講演会場を増やして3つのセッシ

ョンを同時進行させるという離れ業をもって講

演プログラムの大幅な遅れを取り戻すという前

代未聞の対応策がなされた.初日にはウエルカ

ムレセプションがあり,参加 した学生も論文を

通じて名前を知っている研究者に直接話をする

機会を活かしていた (図 5).第 2日目以降も,

マイナーな変更は多々ありながらも5日間 (う

ち 1日はテクニカルツアー)に亘る会期中には

大きなトラブルはなく極めて有意義な会議の場

となった.大会の準備と運営に多大なる尽力を

されたCFのSivaram,Menonの両博士をは

じめとして,関係者各位にあらためて謝意を表

したい.

図5 Woyke(右),Wongsiri両教授と鈴木君
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3.多彩な講演

4日間の会議は,Verma教授によるキーノ

ー トア ドレス (インドにおける養蜂産業の復

輿),5名の代表的な研究者による基調講演

(Cervancia博士 :アジアにおける持続可能な

養蜂戦略,Reddy教授 :インドにおける養蜂

のポリシーと計画,Lea博士 :貧困に立ち向か

う養蜂 :FAOの取り組み,Wongsiri教授 :節

世紀のミツバチ生物学,Sihag教授 :養蜂を通

じての受粉管理),そして以下に記す 12のテク

ニカルセッションによって構成された.

1.トウヨウミツパテの生物学と管理

2.アジアにおける導入種セイヨウミツパテ

の生物学と管理

3.野生 ミツバチの生物学と管理

4.ミツバチと作物の受粉管理

5.蜜源植物と移動養蜂

6.ミツバチの病気と天敵

7.養蜂生産物 :加工と流通

8.アジアの養蜂

9.養蜂技術と器具

10.環境の変化と農薬

ll.養蜂の公開講座と性別なき取り組み

12.アピセラピー

各セッションには口頭とポスターの2つの

発表形式が用意された.テクニカルセッション

には,キャンセルや飛び入りなどが多かったも

のの,会場には常時多数の聴衆が詰めており,

熱心に講演に聞き入っていた.例えば,筆者が

Sihag教授と座長を務めさせて頂いたテクニカ

ルセッションの ｢4.ミツバチと作物の受粉管

理｣ では16題の口頭発表と9題のポスター,

｢5.蜜源植物と移動養蜂｣では 11題の口頭発

表と1題のポスター発表が実際に行われ,会期

中の正確な全発表数は把握しきれなかったが,

200題近くになっていたと思われる.

ポスター発表の会場では,同時開催のアピェ

クスポも行われ,インドの養蜂関連会社をはじ

めとして,インドならではの民芸品,絹製品な

どを製造販売する会社,御馴染みの韓国養蜂協

会,玉川大学 ミツパテ科学研究施設などのブー

スが軒を連ね,独特の雰囲気であった.

図6 大迫力!オオミツパテの集合営巣

玉川大学から参加の面々は,各自研究発表を

しながら,テクニカルセッションの座長を行っ

たり,委員会を招集したりと忙しくしており,

個々の発表をじっくり腰をすえて自由に聞く事

ができなかったという意味では残念であった

が,発展途上にあるアジア地域に身近な生物資

源を活用した養蜂の振興のお手伝いができたと

いう充実感は何物にも代えがたいものとなった

4.地球遺産級?-オオミツパテの巣のなる木

大会3日目の27日(火)は,カルナタカ州の

Ramagovindapura村にある｢BeeTree｣を訪

れた.見上げるような大木の枝という枝に畳の

ように大きなオオミツパテの巣がぶら下がって

おり,その数はもっとも多かった年で750個に

達 したというのだから驚きである (図6).大型

バス3台の大所帯での見学であったが参加者

のほとんどがその迫力に圧倒されていた.興味

深いことに,蜂の逃去後の巣をサルが千切って

口に入れて頬張ったり,猛禽類の-チクマが上

空を多数舞うなど,オオミツパテのなる大木を

中心として多様な生物の生態的なっながりを垣

間見ることもできた.まさに,子孫に残 したい

自然の芸術作品である.

5.次期開催国はフィリピン-

以上のような流れで大会は進行し,最終日の

閉会式に至った.閉会式では,会議全体のリゾ

ル-ションが発表されたが,その主な点を挙げ

れば,以下の通りである.1.アジア諸国は大変

豊かなミツバチ相をもっているが,教育や研究

が十分できていないためにその利を活かしきれ

ていないので, トレーニングセンターなどを設

立する必要がある,2.農業生態系においてミツ
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バチなどの送粉昆虫類の保全に対 して熟慮する

必要がある,3.オオミツバチの集団営巣場所を

保護する必要がある.4.ミツバチや養蜂に関す

る情報のデーターベースの構築,4.セイヨウミ

ツバチの広範囲にわたる移入により,アジア地

域の在来種 ミツバチの減少が生 じないよう留

意,5.アジアの豊かなミツバチ種の多様性を将

来の発展に活かすことが重要.本会議では,ア

ジア地域の在来の生物資源としてのミツパテの

保護を重視 し,さらにそれらを様々な角度から

研究する場の確保,生態研究や飼育 ･管理法の

トレーニングを通 じて地域の人々へ,生産物や

ポリネーションという形での恩恵がもたらされ

るために,今後どのような取り組みが必要かと

いう方向に論点が集まっていた.

2004年の次期開催国としては,立候補 して

いたフィリピンが選ばれ,第 7回への橋渡しも

順調に進んだ.多くの小さな島々からなるこの

Egにもたぶん新種を含む固有のミツパテたちが

暮らし,様々な形で地域の人々の暮らしと結び

ついている.今からとても楽しみである.

6.キーストーン･ファンデーションの活躍

会議の終了後,都会のバンガロールを後にし,

小数部族に養蜂の指導を実践している ｢キース

トーン･ファンデーション｣を訪れるためにマ

イソール経由でタミルナドゥ州ニルギリに移動

した.そのファンデーションの活動は,4名の

優秀な研究者によって展開されており,その代

表格であるRoyさんとLeoさんが活動の拠点

となる施設を案内してくれた (図7).その地域

は,地球上に生息する生物種が高密度で集中的

に分布 している ｢ホットスポット｣といわれる

地域に位置しており,保全生態学的にも注目さ

れている.そのような生物多様性の豊かな地域

で生活している部族の人々に身近に生息してい

るトウヨウミツバチの効率の良い飼育管理法や

養蜂器具の使い方,採蜜の方法を指導 し,また

それらを買い上げて流通させることを通 じて経

済活動への参加の糸口を与えている.ニルギリ

は, ミツパテ相が豊かなだけでなく,元来この

地域に生活する部族にミツバチを飼育する習慣

をもつ方がいて,そのような方を核として指導

図7 キーストーンの活動を説明するRoy博士

に当たることでリーダーの養成ができるという

メリットが高いとのことであった.実際にリー

ダー格の方に,自宅の庭先で飼育 しているトウ

ヨウミツバチを見せて頂 く機会にも恵まれた.

彼らの活動は,実に献身的で実践的であり,

文明社会に翻弄されている少数部族の方々に,

自分たちの身の回りにある優れたポテンシャル

をもつ生物資源に目を向けさせ,それを無理な

く活用する術を与えるという点で,感動的でさ

えあった.あの ｢ホットスポット｣の中で,文

字通りかくも温かなドラマが展開していようと

は,夢にも思わなかったからである.

7.アジアの在来種活用型養蜂はヒトと自然の

共生を考えるモデル

地球の人口は60億人を越え,皮肉にもその

ことが環境悪化の大きな原因になっている.そ

のような混沌とした時代の中で,生物資源の活

用が,生物多様性の保全の上に立っものである

という根本的な問題点を見据えているアジアの

養蜂振興の考え方は,まさに21世紀に向けて

ヒトと自然の共生を考える良いモデルケースに

なりうるのではないかと思われる.また,その

ように育てていかなくてほならないのではない

かということを考えさせられたインドの旅であ

った.

(〒194-8610 町田市玉川学既611-1

玉川大学 ミツバチ科学研究施設)


